
第１部会【市民協働部門】 会議概要録 

【開催概要】 

 ○ 名 称：平成２５年度 第１０回 東区自治協議会 第１部会 

 ○ 日 時：平成2６年２月１２日（水）午前１０時～１２時１０分 

 ○ 場 所：東区プラザ 音楽練習室２ 

 ○ 出席者：五十嵐委員、大野委員、折笠委員、作左部委員、井川委員、佐藤委員、若槻委員 

       （事務局）地域課、総務課 

【審議内容】 

１ 災害時の避難・誘導対策推進事業（自治協議会提案事業）について 

 ① 防災ミニワークショップ  

１月の開催実績は下記のとおりです。 

○１月２５日（土）南中野山小学校区コミュニティ協議会 

（もえぎ野・中野山・粟山・石山地区） 参加者：３３名 概要録：「別紙１」のとおり 

○１月２６日（日）下山地区コミュニティ協議会 

（幸栄・河渡新町地区） 参加者：２３名 概要録：「別紙２」のとおり 

② 冊子について 

災害発生時における自助・共助・公助についてまとめた冊子「みんなで考えよう！自助の力

～今考えるいのちを守る防災対策（地震津波編）～」（別紙３）を、３月に発行します。 

２ 地域（区）における自治の深化に向けて（素案）＜区民との協働＞区自治協議会とのさらなる

協働の推進について（参考意見聴取） 

   「区自治協議会のあり方・方向性」を踏まえ、下記について意見交換を行いました。 

   ・委員の構成 

   ・推薦会議 

   ・委員の任期・再任 

   ・全体会の報告事項の取り扱い 

   ・部会の費用弁償 

３ その他 

次回開催日 平成２６年３月１１日（火）午前１０時から 東区プラザ音楽練習室２ 



第１回石山地区合同ワークショップ概要録 

【開催概要】 

 ○ 日 時：平成２６年１月２５日（土）午後１時３０分～午後３時 

 ○ 会 場：石山地区公民館 

 ○ 参加者：石山地区住民 ３３名

（もえぎ野地区 ６名、中野山地区 １１名、栗山地区 １０名、石山地区 6名） 

【ワークショップ検討結果】 

○ もえぎ野地区 

・もえぎ野地区は海抜が0ｍ。町内の避難場所として、１丁目は JRの線路上か自宅の二階が一 

時避難所。２丁目・３丁目はもえぎ野公園が一時避難所。他に介護施設のあわやまの里の屋上、 

自治会会館の二階、公園より小学校の方が近い人は小学校へ避難。小学校が二次避難所。 

・地震が起きた場合、当町内にブロック塀は無く、大きな建物の建設規制地区なので高い建物が 

無く、倒壊などで怪我をする心配は無い。 

・要望として３つ、①大沼公園をかさあげして一時避難所に出来ないか。②もえぎ野公園もかさ 

上げし、防災倉庫を設置したい。③高速道路を利用し、赤道からあわやまの里の間の法面と側 

道の上にテラス状の物を設置して一時避難場所にしたい。 

○ 中野山地区 

・二次避難場所を、南中野山小学校（４階建て）としている。避難所までの途中本所排水路があ 

る。周辺は埋立地であり、地盤沈下も進んでおり、道路より下がっている。避難所まで危険箇 

所がありたどり着けないかもしれない。 

・すぐ近くに安全な高い建物がない。津波はすぐ来ないと想定し、一度自治会館に集合し、小学 

校へ向かうかどうかを相談する。 

○ 粟山地区 

・平成10年8月 4日に水が出た時に本所排水路近くの道路で膝上まで水が浸かった。 

・避難所なる高いビルは無く、高台も無い、低い土地しかない。 

・一時避難所は粟山神社の境内。1mくらいの高さがある。粟山自治会と石山自治会の境にカメ 

リアという４階建てのアパート、粟山神社の裏にも4階建てのアパートがある。高い建物を第 

一次避難所として活用する。高台の高速道路も活かせたらと思う。 

○ 石山地区 

・石山地区は、一番高いところで7ｍ。平均して4ｍという地帯である。 

・一時避難場所は三ヶ所。越後石山駅（4～5ｍ）、信越線（線路1～2ｍ）、越後石山駅のホーム。 

大規模農道の跨線橋も避難所として検討したい。高速道路はフェンスがあるので難しい。 

・指定避難所は、南中野小学校と石山中学校。そこまでの距離が遠いので心配。 

・埋め立て地なので、液状化は心配である。 
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【質疑応答】 

・救援物資は指定避難所に届くが、自宅で避難している人への物資はどうするのか。

→実際は、各コミュニティ協議会が地域の対策本部になるであろう。誰がどこへ避難しているの

か各自治会長さんが把握し、対策本部へ知らせるという体制が必要。それぞれの自治会の状況

にもよる、物資を自分で取りに行くかどうかは、その自治会の対応による。災害起きた時はど

うするか家庭内で相談して欲しい。 

・避難情報の伝達はどのようになされるのか？

→現在はコミュニティ協議会から各自治会へという伝達方法であるが、速やかに迅速に行き渡る

ためにはどうするのか、今後行政でも検討する。 

・この周辺は高台がない場合どこへ逃げたらいいのか？

→地域においてどういう場所・方法がいいのか検討している。 



第４回下山地区コミュニティ協議会・４自治会合同ワークショップ概要録 

【開催概要】 

 ○ 日 時：平成２６年１月２６日（日）午前９時３０分～１１時３０分 

 ○ 会 場：下山コミュニティハウス 

 ○ 参加者：下山地区住民 ２３名

（幸栄１丁目自治会 ４名、幸栄２丁目自治会 ６名、幸栄３丁目自治会 ９名、 

河渡新町第２自治会 ４名） 

【ワークショップ検討結果】 

○ 幸栄１丁目自治会 

・一時避難場所は、じゅんさい池の近くの赤とんぼ公園。本来であれば下山小学校だが、途中に 

コミュニティセンターがあるので、そこで一旦集まりどうするか相談した方が良い。

・ウオロクと清水フードが高台にある。食料の調達も兼ねて避難できるといいと考える。

○ 幸栄２丁目自治会 

・3.11の時の、直接に受けた経験を踏まえると、まず、海と川から離れること、10kmを目処 

にして離れることを前提に検討した。 

・一時避難所として赤とんぼ公園があるが、危険性の少ない場所に逃げるということで藤見中学 

とした。（高台であり、ヘリコプターが着ける。） 

・自分の身は自分で守らなくてはいけない。地震が起きたらまず逃げることが大事。 

○ 幸栄３丁目自治会 

・海からの距離は1kmもない。一時避難所はウオロクの駐車場。セブンイレブンで高さ６ｍ、 

ウオロクで高さ11ｍである。二次避難所は中地区公民館と考えている。 

・避難所へのルートについて、２つのルートを設定するが、町内の道が非常に狭い。 

・介護の人が逃げられないのをどうするか。セブンイレブンの駐車場で集まれる人が集まってど 

うするか検討する。自助を優先、ついで共助である。 

○ 河渡新町第２自治会 

・海抜が8.5ｍあり、この地域では比較的高い方である。地震が起きたら留まるということを選 

択する。食料は自分で確保する。 

・海抜が高いので受け入れ側になるということが想定される。そうなることも検討していきたい。 

一時的な避難場所になると考えられる。 

【その他】 

・下山の自治連合会では自主防災会を作っている。主な検討事項は、自助と共助である。共助は難

しい。助ける人も助けられる人も準備が必要だ。地域でどうするか十分話し合う必要がある。み

なさんも考えてほしい。 
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